
レンセラー工科大学での Post-doc 時代

　アメリカの大学院へ入学して，3 年あまり経
って私が，丁度 30 歳の時博士号を取得し Post-
doc の仕事を探しているとき，方々の大学の若
いガラス研究者と知り会いになりました。その
ころ会った若い研究者は大部分，当時既に大学
の Associate Professor（准教授）でした。後で
わかったことですが，これらの人々は私と同年
または，私より若年でした。たとえば，後，私
の同僚となる Moynihan 教授は私より一歳若
く，Bio―Glass で有名な Hench 教授及びペン
シルバニア州立大学で材料学科の科長をしてい
た Bradt 教授とは同年でした。したがってガラ
ス研究に関する限り，わたしは「遅れて来た者」
という自覚があり，「これらの研究者に追いつき
たい」という潜在意識が，年をとっても研究を
続ける Driving Force になっているのかもしれ
ません。
　1 年ほどレンセラー工科大学で MacCrone 教
授の Post-doc として働いたころ，日本電気（株）
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の関連ガラス会社，日本電気硝子（株）の和田正
道技術部長から，六か月後，日本へ帰ったら日
本電気硝子（株）で働く気はないかと打診され，
せっかくガラスの研究をしたのだから，それを
生かせる仕事を続けたいと思っていた私はこれ
はいい話と乗り気でした。和田氏のお話による
と，日本電気硝子の長崎社長は戦中日本電気

（株）で働いていましたが，戦後日本電気（株）の
ガラス材料グループの人たちと共に新しいガラ
ス会社を興し，苦労の末，立派なガラス会社に
成長させたという話でした。長崎社長の日本電
気（株）の幹部とのつながりもあって，わたしが
休職中の日本電気（株）から日本電気硝子（株）へ
移ることに問題はないというお話であったと記
憶しています。
　そのころ，レンセラー工科大学の材料学科で，
ガラス専門の Mackenzie 教授が，UCLS へ転勤
され，急に若い（したがって安く雇える）ガラ
ス分野の Assistant Professor （助教授）を新し
く雇うことになりました。その候補者としてア
メリカの大学で，私と同じころ博士号を獲得し
た何人かの若者が，講演にやって来ました。こ
れらの講演は当然同じ分野で研究している自分
にも大変興味のあるテーマであったので，熱心
に聞き，活発に質問をしました。そのせいかも
しれません，私にもその新しい Position に応募
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してみないかと教授に勧められ，ほかの候補者
と同じように，講演をしました。幸い私が
Assistant Professor （助教授）として採用され
るという通知をもらいました。しかしそれから，
大いに迷いました。第一，六か月後に，日本電気
硝子（株）に勤めますと返事してありましたか
ら，その約束を反故にするのは心苦しいことで
す。さらに，アメリカの大学では，通常，Assistant 
Professor は 3 年契約で雇われ，その後もう 3 年
再雇用されることになっており，合計 6 年の試
用期間以内に，Associate Professor （准教授）に
昇格して，Tenure（終身在職権）をもらわなけ
れば，退職させられます。この制度は「Up or 
Leave」といわれています。日本の会社では，い
ったん就職してしまえば，定年まで勤められま
す。アメリカの大学で働くのも面白そうだ。し
かし，アメリカの大学で働いて，3 年後，又は
6 年後にこの職を去らなければならなくなった
らどうしよう。自分の家族を不幸にしてしまわ
ないか。しかし日本の企業に勤めたら，楽しく
働けるだろうか。こんなことをいろいろ考えて，
迷いに迷いました。2-3 週間このように迷った
末，迷ってばかりいることは，自分の時間を無
駄にしていることだと気が付き，「将来のことは
分らない。こういう場合は，今やりたいことを
選ぶべきだ。そして，その選択が間違っていな
かったと将来言えるように努力するしかない」
と結論し Assistant Professor の職につくこと
にしました。それ以来いろいろ迷うことはなく
なりました。日本電気硝子（株）には事情を話し
了解してもらいました。後日，日本電気硝子（株）
の長崎社長から，直接伺った話では，若いころ，
長崎社長は日本電気（株）に入社する前，東工大
で助手として働いておられたことがあったそう
で，基礎研究を志す，若者の気持ちに同情的で
あったのだろうかと思っています。その後も，
日本電気硝子（株）及び長崎社長にはいろいろ親
切にしていただきました。

レンセラー工科大学助教授， 
准教授時代と Sabbatical Leave

　アメリカの大学では，昔の日本の大学のよう
な講座制はなく，たとえ若い Assistant Professor 

（助教授）でも，自分の研究室の Boss です。した
がって，自分のやりたい研究をやりたいように
運営することができます。一方研究費は自力で
獲得する必要があります。他の教授と協力して
研究費を獲得することは可能ですし，年長者か
らいろいろアドヴァイスをもらうことはできま
すが，最終的には，自力で研究提案書を連邦政
府諸機関，例えば，National Science Foundation, 
Department of Energy 又は会社などに提出し
て研究費を獲得して，自分の分野を作っていく
必要があります。しかし，最初は研究提案書を
提出しても断られることが多く，随分苦しい思
いをしました。研究提案書は同じ分野の他の大
学の同僚 3-5 人が判定して，5 段階の成績を付
けその成績の良い提案書が研究費をもらえる仕
組みになっています。当然自分が他の大学の同
僚の研究提案書を審査することもあります。何
度も研究提案書を書いて，断られてばかりいる
と悲観的になってしまいます。しかし，良い研
究提案書を書くために研究計画をいろいろ深く
考えさせられるという利点はあります。さらに，
次のように考えました。「我々の研究提案書を受
け取る政府の人々は毎年分配しなければならな
い予算を持っており，いいアイデアの研究提案
はないかと真剣に探しており，各分野の将来を
考えて，できれば若い助教授の良い研究提案を
採用したいと考えているはずである。研究提案
を審査する同じ分野の先輩教授も同じように考
えているはずである。こういう人々を手助けす
るため，自分は良い提案書を提出してやろう」。
こう考えると精神的に楽になりました。こうし
て，ほぼ一年後に初めて，アメリカ政府から 3
年間の研究費を与えられました。以後 48 年間研
究費は少なかったり多かったりしましたし，ス
ポンサーはいろいろでしたが，連続して研究費
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を与えられています。
　何とか研究費を獲得し，講義の方も，我々の
家族と同じアパートに住んでいたアメリカ人女
性牧師にいろいろ英語の発音を直してもらった
りしながら，徐々に慣れてゆきました。昔から，
講義をして一番勉強するのは教師であると言わ
れています。事実何度も講義をした内容はいち
いち本を見なくても覚えていますし，講義した
内容を研究に応用することもあります。そうい
う意味で，講義と研究は良い組み合わせである
と思います。ただ一学期に講義する科目が増え
ると，研究のことを考える時間も，研究提案書
を準備する時間も無くなってしまいます。一学
期に一科目が丁度適当であると私は考えていま
す。
　こうして，講義と研究に精をだして働いて，
3 年目に准教授になり，4 年目に Tenure（永久
終身在職権）を与えられました。研究のほうで
は，丁度そのころ Penn State University で博
士号を取得した後 IBM の中央研究所で働いて
いた，元日本電気の高森剛氏とガラスの分相の
及ぼすいろんなガラスの性質に関する共同研究
をおこないました。IBM はもちろん世界的に有
名な研究所で，高森氏からは，IBM で不要にな
った装置を譲っていただいたり，ガラスの性質
をはかっていただいたりして，あまり研究費に
余裕のない自分にはありがたい協力でした。
　 6 年間助教授・准教授で働いた後，Sabbatical 
Leave（サバティカル）の制度を利用して，日
本電気硝子（株）大津工場で 11 カ月間，働かせ
てもらいました。前述の長崎社長の忠告で研究
の合間に会社のガラス製造の工程を丹念に見学
しました。さらに，時々会社終了後に長崎社長
から電話でお誘いがあって大津から京都まで出
かけて夕食を共にしつつ，会社の初期の経営の
ことや，社長の若いころの苦労話，人生訓など
のお話を伺いました。その中で「会社のなかで
は大勢の社員がみんなそれぞれ頑張って働いて
いるけれど，なかなか自分の仕事（又は実力）
を認めてもらえないと思う人もいるのではない

ですか。」と聞いた時，「嚢中の錐（のうちゅう
のきり）」という言葉を教えてもらいました。こ
れは，いろんな大工道具を袋（嚢）にいれてそ
の袋を肩に担いで長く歩いていると，先のとが
った錐が必ず袋から飛び出してくる。それと同
じで，優れた才能は必ず認められる。したがっ
て，自分のいい仕事が認められないと心配する
ことなく，こつこつと良い仕事を続けて行けと
いう意味だそうです。このように長崎社長は真
面目な若者の Motivation を高めることの上手
な人であったと思います。この能力は教育者と
しても必要な能力です。そういう意味では，大
学の教育という仕事も会社の経営も共通点があ
るように思われます。11 か月の間長崎社長と親
しくお話をする機会を持てたことを今でも，幸
運に思っています。

教授とガラスセンター長時代

　Sabbatical の期間中ガラス製造会社で一年近
く過ごすことができたことは，そのあとの自分
のガラス研究で大変役に立ちました。大学の工
学部で講義をすると，多くの学生はその講義が
どのように実社会で訳立つかを知りたがりま
す。又基礎研究提案書を書く場合もこの研究が
どういう風に社会の役に立つかということを指
摘すると評価が高いのではないかと思います。
研究費の大半は政府の諸機関から支給され，そ
の財源は国民の税金ですから，研究費を分配す
る政府の係官は政治家の意向に支配され，政治
家は選挙民である，庶民の意見を尊重し，税金
を払う庶民はみんなの役に立つ研究をしてもら
いたいと思っています。したがって材料科学の
基礎研究提案書でも，この研究は，こういう風
に社会の役に立ちますということを説明する必
要があります。11 か月間ガラス製造会社で働い
たため，ガラスの基礎研究がどういう風にガラ
スの産業の役に立つかが分って，以前より，自
信をもって研究提案書を準備できるようになっ
たと思います。
　こうして，核燃料廃棄物処理用のガラスの研
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究 を 含 め， 海 軍 研 究 所，National Science 
Foundation, エネルギー省の基礎研究部，など
から研究費を与えられ，Post-Doc も何人か雇う
ことができるようになって，助教授になって 9
年目に教授になりました。同じころ，初めての
ガラスに関する国際学会，University Conference 
on Glass Science, をレンセラーで主催すること
になりました。これは，他の三つの大学（University 
of Missouri at Rolla, Alfred University, 
Pennsylvania State University）と順番に一年
置きに主催することになっており，レンセラー
の順番がこの年に回ってきたわけです。結局こ
れはほぼ 8 年に一度主催し，今までに 5 回主催
しました。IBM や日米のガラス会社から，毎回
気持ちよく資金を提供していただきました。毎
回ホテルの予約，食事の手配，昼間の学会の後，
夕方参加者を近くの行楽地（Lake George での
ボートでの Dinner Cruise, 避暑地での音楽鑑
賞など）へ連れていくための切符の手配，観光
バスの予約など，日ごろなれない仕事を同僚と
大学院の学生と一緒にやりました。努力の甲斐
あって，会議は参加者にたいへん好評でした。
学会で発表された論文はまとめて，Journal of 
Non-Crystalline Solids の一部として，出版しま
した（1）。以前は国際学会で発表された論文は一
冊の本としてのみ出版するのが常で，そのあと，
その本を入手するのが難しく，したがってその
本に載っている論文を手に入れることはたいへ
んでした。幸い我々の主催した学会で発表され
た論文はすべて Journal の一部であるため，比
較的入手が簡単です。同じころ，Academic 
Press という出版社の依頼で，ガラス関するい
ろんなトピックに関する Review を分野の活発
な研究者に依頼して，書いてもらい，4 冊のシ
リーズ本（Glass I, II, III. IV）を Doremus 教授
と共に Editor として出版しました（2）。この中に
は，私自身が書いた Review も含まれています。
　研究費は個人で獲得したものが大部分でした
が，なかには，他の教授と共同で獲得したもの
もありました。特に，何人かの同僚と一緒にグ

ループを作って学際的な大きなプロジェクトを
共同研究をするための研究提案書を募集してい
る政府のプログラムが人気をあつめていまし
た。材料科学，物理，地質学の分野でガラス及
び そ れ に 関 連 し た 専 門 の 人 々 を 集 め て，
Stability of Glasses というテーマでガラスの化
学的，物理的，機械的，光学的，などなどの安
定性を調べる共同基礎研究を提案し，それが採
択されました。そのグループ研究の運営を誰か
がやる必要があり，「レンセラーガラス研究セン
ター」というのを作り，共同研究のテーマを提
案した，わたしがセンター長ということなって，
7 年間働くことになりました。しかし，この
Center の存在はレンセラー工科大学のガラス
研究活動が外部の人々に知られることには役に
立ちましたが，共同研究が直接質の高い結果を
生み出したとは言えないと感じています。所詮，
基礎研究というのは，芸術みたいなもので，個
人の独創性が鍵ですから，何人かの研究者が協
力しても，飛躍的な発展はなしえないと思って
います。
　しかし同じ分野の同僚，例えばガラス中の拡
散現象の専門家である Doremus 教授及びガラ
スの Relaxation 現象の専門家である Moynihan 
教授と討論することは有益でその後のじぶんの
ガラス研究に大いに役立ったと思っています。
特に Doremus 教授とは，殆ど毎日のように，会
っていました。面白い現象を見つけたり，新し
い解釈を考えついた時には Doremus 教授に見
せると，誠実な興味を示し，「Very Good」と励
ましてくれました。さらに，彼らが書いた論文
についても直接詳細に聞くことができ，効率的
でした。もっとも，いろいろ意見の相違もあっ
て，いろんなガラスの現象の解釈について全面
的に同意することは稀でした。しかし，お互い
に刺激しあったことは間違いないと思います。
　もう一つの私の幸運は，日本の大学や企業か
ら，大勢の優秀なガラス研究者を Post-Doc や訪
問研究員として受け入れることができたことで
した。アメリカの大学院を卒業したての Post-
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Doc に比べ，日本からの Post-Doc や訪問研究員
は大部分大学の助手，又は助教授として，又ガ
ラス会社の技術者として，長年の研究歴があり
ます。さらに彼らは著名な日本のガラス分野の
教授の下でよく訓練されており，私が指導者で
あるよりも，私の貴重な共同研究者であり，大
学院学生の Advisor でありました。研究室で毎
週行った発表会でも，アメリカ人の大学院生は，
日本からの訪問研究員や Post-doc の人の発表
が英語は不完全でも傾聴に値するとすぐ気が付
いて，熱心に聞いていました。

米国大学の変遷

　過去 50 年あまりの間に研究分野で大きく変
わったことの一つに国際学会及び学会誌での公
用語として英語が公認されてしまったというこ
とがあります。以前は，日本の大学では，英語
の他に第二外国語，例えば，ドイツ語やフラン
ス語を習うことがふつうでした。アメリカの大
学院でも，ドクターコースでは，二つの外国語，
ふつうドイツ語とフランス語の試験を受けて合
格する必要がありました。これは，ドイツ語や
フランス語で書かれた論文を読む必要があった
からでしょう。事実，昔「論文は何語で書いて
もいい。良い研究なら，読者は必ず読んでくれ
る」と主張していたドイツの学者もいました。
ドイツ語，フランス語のほかロシア語も役に立
つと考えられていましたし，日本語の重要性も
徐々に認められ始めていました。アメリカの大
学では，もちろん英語は外国語ではありません。
外国語の試験はその外国語で書かれた論文を 1
－ 2 ページ，辞書を引きつつ英訳するというも
のでした。私は日本の大学でドイツ語は習って
いましたが，フランス語やロシア語は読めませ
ん。それで，もう一人の日本留学生と相談して，
日本語もドクターコースに有用な外国語として
公認してくれるように大学に申請し，許可を得
て，日本語の試験は当然免除され，ドイツ語の
試験だけで，外国語の試験を合格としてもらい
ました。いまでは，アメリカの大学院では外国

語の試験はありません。
　当時の国際学会では，研究者は発表をそれぞ
れの母国語で行い，それを同時通訳がいろんな
言葉に翻訳し，聴衆はイヤホーンを使って，自
国語で聞くといった調子で，学会主催者は同時
通訳を雇う膨大な費用を準備する必要がありま
した。それが徐々に変化して，いまではどの国
際学会でも英語だけが使われることになりまし
た。おそらくこれはフランス語に誇りを持って
いる，フランス人にとっては，かなり苦痛であ
ろうと思います。数年前，コルシカ島でフラン
ス人主催の材料強度に関する国際学会に出席し
たとき，やはり公用語は英語でした。最初に発
表した，フランスの著名な金属材料強度の専門
家は，冒頭，「私はフランスなまりの英語でしゃ
べります。それを誇りに思っています」と発言
しました。自分の英語の発音のつたなさを謝る
外国人が多い中，この発言は新鮮に聞こえまし
た。確かに，母国語でない英語を使って発表し
てやっているんだから，誇りに思って良いわけ
です。
　同じころ，ドイツの大学教授から「ドイツへ
やってくる大勢の外国人大学院留学生は将来あ
まり役に立たないかもしれない，ドイツ語など
習いたくない学生が多く，ドイツ人教授も，英
語で講義するようになった」ということを聞き
ました。
　この英語公用化は英語圏の人々にとってはた
いへん有利です。母国語だから論文も早く読め，
論文を書くのも容易でしょう。しかし，英語が
母国語でない人は，母国語でも情報が入ってく
るわけで，幅広い知見を得ることができます。
さらに母国語でない英語で読む場合，より注意
深く，読むという利点もあります。こういう意
味で，一見不利に見えることも考えようによっ
ては，有利であることもあります。
　過去半世紀余りの間には，アメリカの大学院
では，英語公用語化の他にもいろいろ変化があ
りました。たとえば以前は外国人留学生が少数
派でしたが，最近では中国人を主体とする留学
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生が過半数を占めるようになっています。又以
前は極めてまれであった女性大学院生が，いま
では 30％くらいいます。大学院生に生活費とし
て支給される奨学金も，月額 $250 くらいであ
ったものが，今では $2,500 くらい，ほぼ 10 倍
になっています。博士号を取得して会社に勤め
た場合の初任給は年俸 $10,000 くらいであった
ものが，最近では $100,000 を超すものも現れて
います。一方会社での職の安定性は悪くなって
いるようです。それを反映してか，以前は給料
の安い大学に勤めるよりも，会社で高給をもら
う方が良いと考える人が多数派でしたが，最近
は職の安定性にひかれてか，大学で働きたい人
が 増 え て い ま す。 以 前 は 一 人 の Assistant 
Professor を公募すると，20 － 30 人が応募する
くらいでしたが，最近では百人以上の人が応募
します。若者に人気のある都会にある大学では，
ひとつの Assistant Professor のポジションに
1,000 人の応募者があったという話を聞いたこ

とがあります。一方，大学側も優秀な Assistant 
Professor を 雇 う 必 要 が あ り， 選 ば れ た
Assistant Professor に対する待遇も以前に比
べて格段に良くなっています。以前は新しい
Assistant Professor には Office と机と実験室
を与えられるくらいで，大学側から研究費が支
給されることは稀でした。最近では，実験に必
要な大きな装置を買う資金や最初に雇う一人又
は二人の大学院生にかかる費用を 3 年間支給す
るなどの好条件を提示する大学が増えているよ
うです。
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